
第1様式(1/3)

2026年度

時 期 ４年A巡 単元 実習 教科名

2026.4

総時限 39時限 髙山　雄平

総時間 62.4時間 クロームブック 福田　泰基

単位数 2

1．実務経験のある教員による授業科目 該当

　自動車整備士として、自動車の構造物、部品等を点検、調整する実務経験がある教員により整備技術について

・特になし

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

　　　　①システム商品の施工の出来映え。

本科目は、1単位あたり45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としている。

1単位の修得に必要となる学修時間の目安は、30～45時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）15～0

時間である。

教科

担当

教科書等

持参品

一級自動車工学科

科 目 評価実習 発行日

インターン前実習

授業計画

自動車定期点検整備の手引き

法令教本

手持ち工具

６．学修時間と単位

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　　　　②受付～アフターフォローの完遂（ＭＯＳ、ＭＭＳを漏れなく記入、提出）。

５．準備学習

　①インターンシップに向け、新車点検及び法定点検作業を習熟する。

　②時間を意識した正確な作業ができる。

　③販売会社で施工するシステム商品の施工方法を習得する。

　④定期点検に付随する一般作業が正確にできる。

　①新車点検、法定１、２年定期点検を確実に実施できる。

　②点検中に不具合箇所を発見できる。

　③点検整備記録簿を正確に記入できる。

　④効率的な作業手順を考え、実施できる。

　⑤販売会社で施工するシステム商品を施工できる。

　⑥ＭＭＳに点検結果から予測される次回点検日、メンテナンスに関するアドバイスが記入できる。

　⑦受付～アフターフォローの流れを理解し、実施できる。

　１）履修試験での学習評価　　実技試験　１００点にて総合評価する。

  　　　７０点以上で合格

　２）出題試験項目



時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1

2

3

～

33

34

35

36

37

38

39

 ７．業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

一級自動車工学科 2026年度 授業計画

４年A巡 実習 インターン前実習

　導入、概要説明　１。

　導入、概要説明　２。

　点検作業、システム商品施工作業、一般整備作業

　※車両を入れ替えて作業を実施、故障車両の修復。

　点検作業、システム商品施工作業、一般整備作業

　点検作業、システム商品施工作業、一般整備作業

　点検作業、システム商品施工作業、一般整備作業

　点検作業、システム商品施工作業、一般整備作業

　点検作業、システム商品施工作業、一般整備作業

　点検作業、システム商品施工作業、一般整備作業

　点検作業、システム商品施工作業、一般整備作業

　点検作業、システム商品施工作業、一般整備作業


